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専有部の排水立て管を更新する方法
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積上げ施工図 取外し 取外し

仕様となります

新築時のＫＪ・ＵＳ工法、更新時のＵＳ・両受けユニット工法によって、専有部の排水立て管を更新することができます。
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受口継手を取り外すと
継手内部を維持管理

することができます。

分解箇所

維持管理

（清掃・点検・補修・更新）

【ＫＪ・ＵＳ工法】

Ｏリングパッキンの癒着を剥がす

註）ＤＶＬＰ＋ＭＤソケットでも可能

－
Ｕ

Ｓ
．

両
受

け
ユ

ニ
ッ

ト
工

法
と

は
－

専有部更新用

４
Ｕ

－
Ｓ

１
２

０
０

現
場

合
せ

プ
レ

カ
ッ

ト
管

あ
げ
る

は
ず
す

は
め
る

更新 １ ３２新 築 時

１

２

３

ずらす

３

１

２

は
め
る

つ
な
ぐ

Ｚ
＝

４

Ｙ
＝

６
７

６

Ｎ
＝

７
０

Ｔ
＝

４
４

１
Ｊ

＝
３

１
９

Ｌ
立

て
管

総
全

長

Ｈ
階

高

Ｕ
立

て
管

総
有

効
長

Ｕ
２

第
２

立
て

管
有

効
長

（
現

場
施

工
管

）

Ｐ
１

第
１

立
て

管
配

管
長

１
２

７
０

【
定

寸
法

】

ｈ
ソ

ケ
ッ

ト
位

置
高

さ

専有部はヒート メルサイレンス
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規制治具 ＫＪ＜新製品＞

ＫＳ継手差し口の規制リブ Ｋ

および規制治具 ＫＪ によって

やり取り代６０＋呑込代７０を

確保します。

＜お願い＞

立て管受口上面と継手挿し口

規制リブ下面との間隔Ｄ２は、

やり取り代６０ｍｍ＋１５ｍｍ

（計７５ｍｍ）以内となるよう

に施工して下さい。

－ＫＪ・ＵＳ工法とは－

呑込代７０ｍｍには、地震時

の上下動への追従代として

±２０ｍｍが見込まれています。
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●新築時はＵＳ継手＋各種１本の直管を採用できます。

■新築時・更新時 専有部の立て管更新は、ｈｐ ２００８年８月３１日号をご参考下さい。

■ノンハブカップリングを使用した共用排水立て管の更新は、ｈｐ ２００７年１月１５日号をご参考下さい。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｊｉｍａ－ｃｏｒｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｒｅｐｏｒｔ．ｈｔｍｌ
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